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一
　
甲
子
温
泉

『
白
川
へ
至
り
て
甲
子
の
山
見
ざ
ら
む
は
、
甲
子
の
門
過
ぎ
て
入
ら
ざ
る
が
如
し
。
甲
子
の
山
へ
到
り
て
楓
葉

の
景
見
ざ
ら
む
は
、
堂
に
至
り
て
室
に
入
ら
ざ
る
が
如
し
』
と
は
、
白
河
樂
翁
公
の
記
せ
る
所
也
。
夏
の
事
と

て
、
そ
の
所
謂
、
室
に
は
入
る
を
得
ざ
れ
ど
、
い
ざ
往
い
て
堂
に
上
ら
む
哉
。

　
一
家
一
族
あ
は
せ
て
九
人
、
午
後
十
一
時
發
の
汽
車
に
て
上
野
を
發
し
、
曉
の
四
時
半
白
河
驛
に
着
し
、
驛

前
の
旅
店
に
朝
食
し
、
『
馬
あ
る
か
』
と
問
へ
ば
、
『
前
夜
よ
り
注
文
せ
ざ
れ
ば
辨
ぜ
ず
』
と
い
ふ
。
『
さ
ら

ば
行
け
る
處
ま
で
は
』
と
て
人
力
車
五
臺
を
雇
ひ
て
、
女
連
三
人
と
四
男
の
九
歳
な
る
と
荷
物
と
を
之
に
載
せ
、

わ
れ
は
長
男
、
次
男
、
三
男
、
義
甥
の
健
男
と
共
に
徒
歩
す
。
橋
な
き
川
も
あ
り
て
、
路
惡
し
く
、
車
行
、
人

行
よ
り
も
お
そ
し
。
空
曇
り
て
、
雨
、
を
り
〳
〵
到
る
。
時
鳥
數
聲
鳴
く
。
歌
の
上
に
の
み
知
り
て
、
ま
だ
實

際
に
聞
き
た
る
こ
と
な
き
妻
に
知
ら
せ
ば
や
と
思
ひ
て
、
そ
の
車
を
待
ち
あ
は
せ
、
又
鳴
く
か
と
待
て
ば
、
生

憎
鳴
か
ず
。
鶯
の
谷
渡
り
の
聲
、
絶
え
て
は
ま
た
續
く
。
路
傍
に
二
三
軒
の
家
を
見
る
の
み
に
て
、
一
望
唯
〻

草
と
木
の
み
を
見
る
。
高
原
、
田
と
な
り
て
ま
だ
久
し
か
ら
ざ
る
を
覺
ゆ
。
山
迫
り
來
り
て
、
四
五
軒
の
人
家
、

路
を
夾
む
。
こ
ゝ
は
折
口
と
て
、
白
河
を
距
る
こ
と
二
里
也
。
人
力
車
こ
れ
よ
り
は
行
か
れ
ず
と
い
ふ
に
、
車

上
の
人
々
も
下
り
て
、
共
に
一
店
に
休
息
す
。
雨
甚
し
く
な
り
ぬ
。
携
へ
た
る
握
飯
を
午
食
に
充
つ
。
『
馬
あ

る
か
』
と
問
へ
ば
、
『
馬
は
あ
れ
ど
も
馬
子
あ
ら
ず
』
と
い
ふ
に
、
荷
物
は
翌
日
馬
に
運
ば
せ
る
こ
と
に
し
て
、
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一
同
雨
を
衝
い
て
、
山
路
を
ゆ
く
。

　
　
油
紙
背
に
か
ぶ
り
て
と
ぼ
〳
〵
と

　
　
　
　
雨
に
山
ゆ
く
を
さ
な
兒
あ
は
れ

　
男
女
老
若
入
り
ま
じ
り
て
の
歩
行
に
、
路
は
捗
ら
ず
。
相
逢
ふ
馬
は
み
な
牝
馬
に
て
、
い
づ
れ
も
子
馬
を
つ

れ
た
り
。
子
馬
を
り
〳
〵
立
と
ま
り
て
、
母
馬
の
乳
を
飮
む
さ
ま
、
い
と
可
憐
也
。
四
男
特
に
笑
ひ
興
ず
。
そ

の
笑
ひ
興
ず
る
を
見
て
、
わ
れ
は
更
に
又
笑
ひ
興
ぜ
ざ
る
を
得
ざ
り
き
。

　
　
子
を
つ
れ
て
我
も
越
え
ゆ
く
山
道
に

　
　
　
　
子
を
つ
れ
て
く
る
馬
も
あ
り
け
り

　
山
路
と
は
云
へ
ど
、
野
の
名
殘
を
留
め
て
、
傾
斜
は
急
な
ら
ず
。
少
し
上
る
か
と
思
へ
ば
、
ま
た
平
地
あ
り
。

幾
棟
の
ト
タ
ン
屋
根
の
大
な
る
馬
小
屋
を
左
方
數
町
の
外
に
見
る
。
こ
の
あ
た
り
一
面
、
軍
馬
補
充
部
白
河
支

部
の
牧
場
に
屬
す
。
路
平
ら
か
な
る
か
と
思
へ
ば
、
ま
た
上
る
。
渇
を
覺
ゆ
る
頃
、
少
し
ば
か
り
の
平
地
あ
り

て
、
一
株
の
老
松
の
下
に
、
清
水
湧
く
。
こ
ゝ
を
高
清
水
と
稱
す
。
霽
る
ゝ
日
は
、
白
河
の
市
街
が
見
渡
さ
る

と
聞
く

　
鳥
居
平
を
經
て
馬
立
に
至
る
。
折
口
よ
り
三
里
也
。
唯
〻
一
軒
の
休
小
屋
あ
り
。
就
い
て
休
息
す
。
こ
ゝ
ま

で
馬
を
通
ず
。
こ
ゝ
よ
り
温
泉
ま
で
一
里
、
馬
を
通
ぜ
ざ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
路
危
險
な
れ
ば
、
荷
物
の
み

を
載
せ
て
、
人
を
載
せ
ず
。
兩
山
相
迫
つ
て
、
一
條
の
阿
武
隈
川
の
み
を
剩
す
。
木
立
も
茂
れ
り
。
樂
翁
公
の

命
名
し
た
り
と
稱
す
る
不
動
瀧
を
左
に
見
、
樂
翁
公
を
出
迎
へ
た
り
と
稱
す
る
出
迎
坂
を
下
り
て
、
釣
掛






橋
に
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至
る
。
見
上
ぐ
る
ば
か
り
の
巨
巖
、
奔
湍
を
夾
ん
で
矗
立
し
、
恰
も
關
門
の
如
し
。
左
巖
は
樹
に
埋
め
ら
れ
た

る
が
、
右
巖
は
骨
を
露
は
せ
る
部
分
多
く
し
て
、
長
さ
五
六
十
間
に
及
ぶ
。
棧
道
あ
り
て
、
纔
に
人
を
通
ず
。

釣
掛
橋
と
は
、
そ
の
棧
道
の
名
也
。

『
も
う
す
ぐ
〳
〵
』
と
弱
れ
る
女
子
供
を
勵
ま
し
つ
ゝ
、
午
後
五
時
に
至
り
て
、
甲
子
温
泉
に
達
す
。
温
泉
宿

は
唯
〻
一
軒
な
る
が
、
凡
そ
一
町
の
間
、
左
右
に
二
階
三
階
相
連
な
り
て
、
山
中
に
小
部
落
を
成
し
、
數
百
人

を
容
る
ゝ
に
足
る
。
溪
流
を
餘
し
て
、
四
面
み
な
山
。
山
の
傾
斜
急
に
し
て
、
見
渡
す
限
り
緑
樹
鬱
蒼
た
り
。

温
泉
の
質
は
鹽
類
泉
に
し
て
、
華
氏
百
二
十
度
の
温
度
を
有
し
、
湯
坪
は
二
三
十
坪
の
大
さ
あ
り
。
宿
の
入
口

に
も
出
口
に
も
門
あ
り
。
入
口
は
衡

門







也
。
出
口
は
偉
大
な
る
屋
根
門
な
る
が
、
そ
の
左
右
に
室
あ
り
て
、

恰
も
寺
の
仁
王
門
の
如
し
。
余
は
そ
の
右
室
を
占
め
て
、
呍
の
仁
王
と
な
る
。

　
　
峯
巒
四
面
欝
崔
嵬
。
一
道
溪
流
排
霧
來
。
更
想
晩
秋
霜
葉
際
。
勝
花
亭
上
獨
銜
杯
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
大
熊
の
雄
瀧
雌
瀧

甲
子
温
泉
に
二
十
日
あ
ま
り
滯
留
し
け
る
が
、
湯
治
は
余
の
目
的
に
非
ず
。
都
會
に
棲
め
る
も
の
は
出
で
て
山

海
に
接
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
は
、
余
が
平
生
の
持
論
也
。
こ
の
數
年
間
、
夏
は
一
家
擧
つ
て
海
に
親
め
り
。
今

年
は
山
に
親
ま
む
と
す
る
也
。

　
　
を
さ
な
兒
を
綱
に
曳
き
つ
ゝ
山
岨
の
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上
り
下
り
を
日
課
と
は
す
る

　
奧
州
に
名
高
き
阿
武
隈
川
の
水
源
に
し
て
、
支
溪
も
少
な
か
ら
ず
。
世
に
甲
子
八
十
八
瀧
の
稱
あ
り
。
樂
翁

公
の
口
眞
似
す
れ
ば
、
甲
子
の
楓
葉
見
て
甲
子
の
瀧
見
ざ
る
は
、
堂
に
上
り
て
未
だ
室
に
入
ら
ざ
る
が
如
し
と

も
云
ふ
べ
き
か
と
て
、
白
河
風
士
記
に
據
り
、
宿
の
人
々
に
聞
き
た
ゞ
し
て
、
あ
ま
ね
く
甲
子
の
瀧
を
探
り
ぬ
。

温
泉
の
在
る
處
は
、
白
水
川
の
阿
武
隈
本
溪
に
合
す
る
處
也
。
そ
の
白
水
川
に
も
瀧
多
し
。
そ
の
中
に
て
見
る

に
足
る
も
の
を
擧
ぐ
れ
ば
、
先
づ
近
く
白
水
瀧
あ
り
。
そ
の
上
に
向
瀧
あ
り
。
そ
の
上
に
衣
紋
瀧
あ
り
。
そ
の

上
に
夫
婦
瀧
あ
り
。
路
は
白
水
と
衣
紋
と
に
通
ず
る
の
み
に
て
、
他
に
は
通
ぜ
ず
。
い
づ
れ
も
二
三
丈
内
外
の

高
さ
あ
り
て
、
水
の
分
量
も
少
な
か
ら
ざ
る
が
、
向
瀧
最
も
小
に
最
も
要
領
を
得
て
可
憐
也
。

　
一
日
導
者
を
雇
ひ
、
一
家
擧
つ
て
阿
武
隈
の
本
溪
を
遡
る
。
期
せ
ず
し
て
、
一
人
の
女
學
生
と
三
人
の
湯
治

客
と
來
り
加
は
り
、
『
旅
は
路
伴
れ
』
の
感
、
殊
に
深
し
。
宿
に
飼
へ
る
牡
牝
二
匹
の
中
の
牡
犬
も
來
り
加
は

れ
り
。
凡
そ
十
町
ば
か
り
に
し
て
、
路
盡
く
。
溪
流
を
右
に
渡
り
、
左
に
渡
り
、
僵
木
を
踏
み
、
絶
壁
を
攀
ぢ
、

木
の
根
に
縋
り
、
熊
笹
を
分
け
な
ど
し
て
、
た
ど
り
ゆ
く
。
弱
き
女
子
供
は
恐
る
〳
〵
靜
に
歩
み
、
危
き
場
所

は
人
に
扶
け
ら
る
ゝ
を
以
て
、
却
つ
て
怪
我
せ
ざ
る
が
、
路
伴
と
な
れ
る
三
客
の
中
の
二
客
は
、
身
體
矯
捷
、

嶮
路
を
輕
視
す
。
一
客
先
づ
溪
中
に
落
ち
て
、
衣
服
悉
く
霑
ふ
。
他
の
一
客
も
落
つ
。
余
も
一
度
轉
び
ぬ
。

　
　
あ
な
あ
ぶ
な
妻
兒
如
何
に
と
氣
遣
へ
ば

　
　
　
　
我
身
却
つ
て
足
を
失
ふ

　
三
面
絶
壁
と
な
り
て
、
阿
武
隈
本
溪
の
水
、
正
面
の
絶
壁
を
奔
飛
す
。
高
さ
六
七
丈
、
幅
二
間
ば
か
り
に
見
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ゆ
。
瀧
壺
は
數
十
坪
、
瀧
の
割
合
に
大
に
し
て
且
つ
深
く
、
紺
碧
の
色
濃
く
し
て
、
其
の
底
を
見
ず
。
こ
れ
大

熊
の
雌
瀧
也
。
白
水
の
諸
瀑
を
見
來
り
て
、
こ
の
瀧
に
對
す
れ
ば
、
頓
に
目
覺
む
る
心
地
す
。
前
後
左
右
を
見

渡
し
て
、
こ
れ
よ
り
上
へ
は
登
る
に
路
な
き
か
と
思
は
る
ゝ
に
、
導
者
か
る
／
″
＼
と
右
壁
を
攀
ぢ
上
る
。
女

子
供
の
手
を
曳
き
て
、
一
同
こ
れ
に
尾
し
、
雌
瀧
の
落
口
の
上
に
い
た
れ
ば
、
正
面
數
町
の
外
に
大
瀧
を
見
る
。

こ
れ
大
熊
の
雄
瀧
也
　
た
ら
〳
〵
下
り
て
、
瀑
底
に
就
く
。
雌
瀑
を
見
來
り
て
、
こ
の
雄
瀧
に
對
す
れ
ば
、
更

に
ま
た
目
覺
む
る
心
地
す
。
瀧
壺
の
大
さ
は
ほ
ゞ
相
同
じ
。
幅
は
劣
れ
る
が
、
高
さ
に
於
い
て
、
雌
瀧
に
三
倍

す
。
瀧
壺
の
外
に
、
餘
地
も
あ
り
。
雌
瀧
に
て
は
、
天
地
唯
〻
一
瀑
に
限
ら
れ
た
る
か
と
思
は
れ
て
、
む
し
ろ

凄
愴
な
る
が
、
雄
瀧
は
晴
れ
や
か
に
し
て
、
而
も
雄
壯
の
趣
を
失
は
ず
。

　
　
大
熊
の
雄
瀧
の
さ
ま
に
比
ぶ
れ
ば

　
　
　
　
雌
瀧
は
や
は
り
雌
瀧
な
り
け
り

　
數
坪
の
平
地
に
休
息
す
る
よ
り
早
く
、
先
づ
枯
木
を
集
め
て
火
を
焚
き
、
一
同
携
へ
た
る
握
飯
を
食
ひ
、
犬

に
も
分
て
り
。
歸
路
に
つ
き
て
、
路
あ
る
處
ま
で
來
り
し
が
、
一
里
瀧
を
見
む
と
て
、
溪
流
を
下
る
こ
と
一
町

ば
か
り
、
左
に
轉
ず
れ
ば
、
二
三
丈
の
飛
瀑
あ
り
。
そ
の
右
肩
を
攀
ぢ
上
り
て
、
行
く
こ
と
數
町
、
更
に
右
手

よ
り
流
れ
落
つ
る
小
溪
流
に
沿
う
て
上
る
こ
と
二
三
百
歩
に
し
て
達
す
。
水
の
分
量
は
極
め
て
少
な
け
れ
ど
も
、

上
下
二
段
に
分
れ
、
二
段
の
距
離
遠
く
、
且
つ
瀧
の
外
は
樹
木
に
蔽
ひ
つ
く
さ
れ
て
、
上
下
二
瀑
を
あ
は
せ
見

れ
ば
、
如
何
に
も
高
く
、
又
如
何
に
も
深
く
、
世
に
も
幽
玄
の
趣
を
極
む
。

　
　
御
空
よ
り
落
つ
る
と
ば
か
り
思
は
れ
て
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仰
ぐ
も
高
き
一
里
瀧
か
な

　
甲
子
の
瀧
見
は
、
努
力
を
要
す
。
さ
れ
ど
、
犬
の
行
け
る
路
な
れ
ば
、
さ
ま
で
の
嶮
に
も
非
ず
。
唯
〻
雌
瀧

の
手
前
に
一
箇
所
、
犬
の
人
に
尾
す
る
能
は
ず
し
て
水
に
游
ぎ
て
渡
り
た
る
所
あ
り
き
。

　
な
ほ
雌
瀧
の
下
の
方
を
左
折
す
れ
ば
、
素
麺
瀧
あ
り
。
雄
瀧
の
上
に
も
幾
多
の
小
瀑
あ
り
て
、
終
に
巨
巖
の

中
腹
よ
り
飛
泉
迸
り
出
づ
る
處
に
至
り
て
、
溪
盡
く
。
こ
れ
阿
武
隈
川
の
本
源
な
り
と
の
事
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
夜
の
旭
嶽
登
山

　
温
泉
場
裡
の
人
氣
純
樸
に
し
て
、
よ
ろ
づ
原
始
的
な
る
は
、
余
の
大
い
に
喜
べ
る
所
也
。
唯
〻
交
通
の
不
便

な
る
が
爲
に
、
を
り
〳
〵
酒
煙
草
の
缺
乏
す
る
こ
と
あ
り
。
仙
人
に
な
ら
む
と
し
て
も
成
り
切
れ
ぬ
凡
夫
の
淺

ま
し
き
心
を
そ
の
儘
に
、

　
　
下
界
よ
り
酒
樽
の
せ
て
今
日
や
來
る

　
　
　
　
明
日
や
と
馬
の
待
た
れ
ぬ
る
哉

　
那
須
山
の
名
は
中
央
に
噴
火
し
つ
ゝ
あ
る
茶
臼
嶽
に
代
表
せ
ら
る
ゝ
が
、
大
別
す
れ
ば
、
南
の
南
月
山
、
中

央
の
茶
臼
嶽
、
北
の
三
本
槍
嶽
よ
り
成
る
。
そ
の
餘
脈
北
に
曳
き
て
、
旭
嶽
隆
起
し
、
な
ほ
連
な
り
て
甲
子
山

を
經
て
、
大
白
森
一
帶
の
連
山
と
な
る
。
大
白
森
一
帶
の
連
山
の
中
に
は
、
小
白
森
あ
り
、
鎌
房
山
あ
り
、
二

股
山
あ
り
。
平
ら
な
る
白
河
布
引
山
も
あ
り
。
白
河
よ
り
甲
子
へ
行
く
途
中
、
南
は
南
月
山
、
北
は
白
布
引
山
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ま
で
の
間
の
連
山
を
望
む
。
峰
形
複
雜
に
し
て
裾
野
の
偉
大
な
る
こ
と
、
實
に
天
下
の
壯
觀
也
。
甲
子
山
は
こ

の
連
峰
中
、
布
引
山
を
除
く
の
外
の
最
も
低
き
處
に
て
、
磐
城
の
南
部
よ
り
岩
代
の
南
部
に
通
ず
る
路
に
當
る
。

山
と
云
ふ
よ
り
も
寧
ろ
峠
と
い
ふ
べ
し
。
山
に
し
て
も
旭
嶽
の
支
峰
也
。
旭
嶽
は
阿
武
隈
水
源
の
盟
主
た
る
の

觀
あ
り
。
こ
ゝ
に
又
樂
翁
公
の
口
眞
似
す
れ
ば
、
甲
子
の
瀧
を
見
て
旭
嶽
に
登
ら
ざ
る
は
、
堂
に
上
り
て
室
に

入
ら
ざ
る
が
如
き
か
と
て
、
女
と
幼
兒
と
は
殘
し
、
別
に
導
者
を
雇
ひ
て
、
午
前
二
時
半
宿
を
出
づ
。

　
　
提
燈
の
光
た
よ
り
て
の
ぼ
る
哉

　
　
　
　
旭
の
嶽
に
旭
見
る
と
て

　
阿
武
隈
本
溪
と
白
水
川
と
の
間
の
温
泉
山
を
攀
づ
。
僅
か
十
數
町
の
程
な
る
に
、
路
は
四
十
八
折
す
。
上
り

果
つ
れ
ば
、
路
は
平
ら
か
に
し
て
、
甲
子
山
に
達
す
。
午
前
四
時
、
路
と
分
れ
て
、
路
な
き
甲
子
山
を
攀
ぢ
む

と
す
。
『
待
て
暫
し
、
こ
ゝ
に
て
も
旭
日
の
上
る
を
見
る
を
得
む
』
と
て
、
火
を
焚
い
て
休
息
す
。
一
里
瀧
の

上
と
お
ぼ
し
き
あ
た
り
に
、
一
鳥
啼
く
。
『
何
か
』
と
導
者
に
問
へ
ば
、
『
桃
花
鳥
に
て
、
朝
早
く
啼
く
鳥
也
』

と
い
ふ
。
空
漸
く
白
み
て
、
始
め
て
鶯
の
啼
き
始
む
る
を
聞
く
。
ま
す
〳
〵
白
み
て
、
雲
一
面
に
大
地
を
蔽
ひ

つ
く
せ
る
を
見
る
。
そ
の
雲
の
東
方
の
空
を
も
蔽
へ
る
に
、
紅
色
天
に
潮
し
た
る
だ
け
に
て
、
い
つ
し
か
旭
は

出
で
た
る
さ
ま
也
。
旭
日
の
本
體
を
見
る
を
得
ざ
る
に
、
一
同
失
望
す
。

　
五
時
十
分
に
至
り
て
、
甲
子
山
を
攀
づ
。
二
十
分
に
し
て
頂
上
に
達
し
、
二
三
の
小
凸
起
を
經
て
、
南
に
下

る
。
凡
そ
一
坪
ば
か
り
、
草
剥
げ
て
土
露
は
る
ゝ
處
あ
り
。
導
者
先
づ
認
め
て
、
『
熊
の
足
跡
あ
り
』
と
い
ふ
。

見
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
、
犬
や
鹿
よ
り
は
大
な
る
足
跡
也
。
導
者
曰
へ
り
、
『
野
獸
に
て
こ
の
山
に
棲
め
る
は
、
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唯
〻
熊
の
み
也
。
旭
嶽
の
西
側
に
熊
の
棲
め
る
穴
あ
り
て
、
こ
の
春
、
そ
こ
に
て
二
匹
の
熊
を
獵
し
得
た
る
も

の
あ
り
き
。
』

　
大
木
の
林
の
中
に
入
る
。
路
無
け
れ
ど
、
歩
み
難
か
ら
ず
。
導
者
處
々
樹
皮
を
切
り
て
、
目
印
と
し
て
進
む
。

大
木
盡
き
て
小
木
と
な
れ
ば
、
枝
條
横
斜
相
重
な
り
て
、
身
を
投
ず
る
能
は
ず
。
導
者
鉈
に
て
一
々
切
り
て
路

を
通
ず
。

　
　
木
を
切
り
て
路
を
開
き
て
ゆ
く
山
の

　
　
　
　
七
八
町
に
小
半
日
か
な

　
旭
嶽
の
東
側
に
坊
主
沼
を
認
む
る
ま
で
は
、
曇
り
な
が
ら
も
、
展
望
利
き
た
り
し
が
、
坊
主
沼
忽
ち
隱
る
ゝ

と
見
る
程
も
な
く
、
天
地
全
く
濃
霧
に
つ
ゝ
ま
れ
た
り
。
唯
〻
天
風
蓬
々
と
し
て
肌
を
刺
す
。
身
を
草
根
に
託

し
て
、
絶
壁
を
攀
づ
。
誤
つ
て
鬼
薊
を
掴
め
ば
、
痛
し
と
も
痛
し
。
さ
れ
ど
身
の
落
つ
る
よ
り
は
と
て
、
痛
し

と
知
り
つ
つ
も
、
鬼
薊
を
掴
ま
ざ
る
を
得
ざ
る
こ
と
も
あ
り
。
午
前
九
時
半
、
頂
上
の
三
角
點
あ
る
處
に
達
す
。

天
地
混
沌
と
し
て
、
數
尺
の
外
は
、
一
物
も
見
え
ず
。
火
を
焚
い
て
暖
を
取
り
、
握
飯
を
食
ふ
。
四
合
瓶
四
つ

に
水
を
入
れ
て
持
ち
行
き
し
が
、
そ
の
三
瓶
は
路
に
て
飮
み
つ
く
し
た
り
。
殘
る
一
瓶
の
水
を
一
同
に
均
分
し

て
、
水
全
く
盡
き
た
り
。
一
同
火
を
圍
み
て
横
に
な
り
て
、
い
つ
し
か
寢
入
り
た
る
が
、
雨
に
驚
き
て
覺
む
。

正
に
午
前
十
一
時
半
な
り
。
雨
に
な
ほ
一
層
混
沌
た
り
。

　
歸
路
、
藤
田
虎
太
郎
氏
等
、
白
河
青
年
の
一
團
の
上
り
來
る
に
逢
ふ
。
『
雨
の
登
山
大
儀
な
り
』
と
云
へ
ば
、

『
路
を
開
か
れ
た
る
お
か
げ
に
て
登
り
易
し
』
と
い
ふ
。
本
年
湯
治
客
に
し
て
旭
嶽
に
登
り
た
る
は
、
余
等
一
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行
に
始
ま
る
。
知
ら
ず
、
藤
田
氏
一
行
の
後
、
ま
た
登
る
勇
者
あ
り
や
否
や
。

　
旭
嶽
は
海
拔
六
千
餘
尺
、
甲
子
温
泉
は
三
千
尺
に
達
す
。
尋
常
の
燕
な
ら
で
、
岩
燕
軒
端
に
土
巣
を
構
ふ
る

こ
と
數
十
百
の
多
き
に
及
ぶ
。
雛
巣
中
に
在
り
。
そ
の
顏
を
出
し
て
、
親
鳥
の
餌
を
く
は
へ
來
る
を
待
つ
さ
ま

を
見
て
、
子
供
は
珍
ら
し
が
り
し
が
、
そ
れ
も
厭
き
た
り
。
食
事
に
は
牝
牡
二
匹
の
犬
必
ず
來
り
候
す
。
子
供

は
そ
れ
に
食
を
別
つ
こ
と
を
慰
み
に
せ
し
が
、
そ
れ
も
厭
き
た
り
。
温
泉
に
浴
す
る
こ
と
も
、
植
物
を
採
集
す

る
こ
と
も
、
岩
魚
を
釣
る
こ
と
も
、
す
べ
て
み
な
厭
き
た
り
。
さ
ら
ば
歸
ら
む
哉
。

　
牝
牡
二
匹
の
中
、
牝
犬
最
も
食
を
貪
る
。
歸
る
時
、
そ
れ
と
知
り
て
、
牝
犬
の
み
尾
し
來
る
。
馬
立
の
小
屋

に
小
憩
し
、
菓
子
を
買
ひ
て
與
へ
、
出
立
す
る
と
同
時
に
、
手
を
振
つ
て
こ
れ
を
追
ふ
。
ま
た
尾
し
來
る
。
又

追
ふ
。
斯
く
す
る
こ
と
數
時
、
見
返
り
〳
〵
名
殘
惜
し
げ
に
、
ひ
と
り
溪
山
の
中
を
も
ど
り
ゆ
く
。

　
　
一
里
來
て
追
ひ
て
漸
く
別
れ
け
り

　
　
　
　
二
十
日
な
れ
に
し
湯
の
宿
の
犬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
年
）
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